
池田市男女共同参画パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❤ たった一人の自分らしさを見つけるために ❤ 

 

 

 

～幼少年期からの男女共同参画～ 

 

女性も男性も、ともに豊かに輝く社会をめざして 

池田市 



男女共同参画社会をめざす市民フォーラム 

 「学んでみよう！ いけだ流男女平等教育」 

  

 平成 28年 11月 26日（土）に池田市役所 7階大会議室で、池田市立児童館の西村章館長、

池田市立五月山児童文化センターの杉山洋子センター長、池田市立水月児童文化センターの

山路知之センター長をパネラーに、池田市教育委員会、男女共同参画審議会委員の藤田祥子さ

んをコーディネーターに迎えて、パネルディスカッションを行いました。 

 

 

 

 男女平等教育は、遊びや学習の中で性差を大事に 

しながら、一人ひとりを人格者として見て、家庭、社会 

の中で、ありのままを受け入れるのが大事ではないか。 

また、スタート地点に持って行く大事さ、扉の前に連れ 

て行き扉を開けるのを後押しするのが大人の役目であり、扉を開けてはダメと押しとどめるのではなく、開

ける力を後ろからサポートすることが大切であるなどディスカッションされました。 

 

 

 

 

✦ 「違っていて、当たり前」だから、「楽しい」 

✦ 「なんでやろう！」「おもしろいやん！」を大切に生きる力を育む 

   ✦ 一人ひとりの視野が広げられるようにサポートする 

 

 

 

 

 

 

〖池田市立児童館〗学びの館 

自然に恵まれた環境の中、教室活動に参

加したり、宿題をしたり、みんなと遊ん

だり元気に過ごしています。 

〖池田市立五月山児童文化センター〗科学の館 

プラネタリウムのある科学の館として、自然、科学

の企画を中心に子どもたちの生きる力を育むことに

つながる行事を企画、実施しています。 

〖池田市立水月児童文化センター〗遊びの館 

水月公園の中にあり、季節の便りを大切に

「出会い・気づき・つながり・行動・表現」

の 5つの柱を目標に活動しています。 

 

 

男女平等教育って？？ 



ジェンダーチェックしてみましょう✍ 

（※ジェンダーとは、性別学的な性差（セックス）に対し、「男性は仕事、女性は家庭」といった固定

的役割分担意識などから作られた性別を示す概念） 

 

□ランドセルの色で思い浮かぶのは、男の子は黒色、女の子は赤色 

□サッカー、野球は男の子の運動クラブである 

□算数や理科は男子、国語や音楽は女子が向いている 

□男の子は泣いてはいけないと言う 

□料理や洗濯は女性の仕事である 

□男性が洗濯物を干したり、ゴミ出しをするのはカッコ悪いと思う 

□「女のくせに」「男のくせに」と言ってしまう 

□自治会長、ＰＴＡ会長などは男性のほうが向いていると思う 

□介護は女性の仕事である 

□女性の上司は苦手である 

 

チェック項目が 3個以下の方 

 性別にこだわらず「自分らしさ」を大切にしています。 

チェック項目が 4個から 6個の方 

 昔の考えにこだわらず、もう少し視点を変えてみると自分も楽になるはずです。 

チェック項目 7個以上の方 

 「～らしさ」にこだわり過ぎています。その人らしさを尊重し、認め合うことでいろいろな可能性に

出会うことが出来ます。 

 

 

    

     2016年に世界経済フォーラムがジェンダー・ギャップ指数を発表しました。 

    これは、世界各国の男女格差を数値化し、順位を決めたものです。 

調査は、経済、政治、教育、健康の 4分野、計 14項目で男女平等の度合いを指数 

化して順位を決めるものです。 

調査対象は世界 144か国で日本は 111位で、主要 7か国（Ｇ7）では最下位でした。 

      

     

     

     

 

 

 

 
 

 

次代に生きる子どもたちが、「こうでなけ

ればならない」という考えにとらわれず

自由に行動するためには、その人らしさ

を尊重し、多様な選択を認めて、個人の

能力を十分発揮できるように後押しして

あげることが大事です。 



男女平等教育・男女共同参画社会をめざすには 

✤保育所・幼稚園・学校では 

   男女平等や男女共同参画についての考え方が浸透し、子どもたちは、互いを思いやり 

ながら、個性や能力を発揮している。 

✤家庭では 

   「女はこう、男はこう」と性別で役割を決めないで、家事も子育ても介護もみんなで協力 

し合います。 

✤地域活動では 

   男女の不平等につながる慣行にとらわれることなく、老若男女が方針決定の場で対等 

に意見を出し合い、だれもが住みやすい地域づくりに貢献しています。 

✤働く場では 

   仕事と私生活のバランスがとれる環境の中で、男女が対等にいきいきと働いていま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〖池田市立児童館〗

  池田市古江町 421番地    TEL 752-1723 

〖池田市立五月山児童文化センター〗 

  池田市綾羽 2丁目 5番 9号 TEL 752-6301 

〖池田市立水月児童文化センター〗 

  池田市鉢塚 3丁目 6番 1号 TEL 761-9233 

 

 

発行 ： ２０１７ （平成２９年）年２月 

池田市 市民生活部 人権・文化国際課 

自分らしさを大切に、人と人がお互いを思いやり、認め合い、

尊重することでいろいろな個性や可能性が広げられます。 

思い切って一歩踏み出してみましょう。 


